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2.研 究 成 果
設定課題 8.=ホンザル個体群の総合的研究
苗宕山自然群の遊動生活一中間幸陀 J
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様式がよく衣現されている｡打乃れてはいるが1α鳩の気温
4oCという寒い日である｡組察総時間は1α時間45分.奴
察紐例数1414例 (5分間で1個休が何をしたかを1例と
数える｡この際,たとえば食べていたのをやめて,歩き.
続いて毛づくろいを始めたならば, 3例と数える)｡ 日
中5回の休憩期があり.各休憩期は静かに毛づくろいな
としていた｡
ロ)'71年10月3日 (節7図):秋期の活動様式の1例
ある｡晴れで1α時の気温17oCである｡観察総時間1肘j
閃30分.観察総例数618例｡ 日中3回の休憩糊があり,
6-7時の急速な移動.10-11時の移動.12-14時の移
動.15-16時の急速な移動の4回の大きな移動が認めら
れた｡
4.肘輪と結給
春･文の調査糊の缶料は少ないので, ここでは,厳冬
期と秋期の遊動活動の比較を行なう｡
a) 日周活動のリズムは.遊動域の変化と同様,季節
によってひじょうに大きな差がある可能性がある｡
b) 秋期は,厳冬期と比較すると活動性がひじょうに
高い｡これは遊動距離グラフからみても明らかである｡
C) 調査開始以前には,厳冬期は,きわめて企物が少
ないため,これを求めてサルの群れは広く遊動すると予
想していたが,この調査は全く逆の紙采を示している｡
すなわち,ニホンザルは,秋には多nの食物をとって,
皮下脂肪を貯え.冬にはむしろ活動性を下げて越冬する
という適応形式をもっているのではなかろうか?
臥牛山ニホンサル群の社会構成
- 1971年7月-
古庄衣93(静岡女子大 ･生物)
1. はじめに
餌づけされたニホンザルの群れでも.企個体の識別が
可能なのはある程皮小さな耶れであり.旭窮が御寺おこ
なわれている群れに限られる｡臥Ll=山の群れについて
は,現在聾者が年1-2回.各10口前故のm正をつづけ
ているが,個体識別をしているのは-掛 こすぎない｡し
たがって,群れの年令構成,性構成をおさえるには,そ
のための調査を別におこなう必要がある｡
1971年7月18日から20日までの3El問に.郡者はマー
キング法 (Itanieta1.,1963)によって,臥牛山の群れ
の社会梢成の調充をおこなった｡すでに.1963年と1966
年に同じ方法によって調託した結果があるので.それと
今回の結果を比較し.問RZi点を考えてみたい｡
2.方 法
調査項目をあらかじめ印刷したm紙を用恋し.各調査
項目:性別.年令 (あるいは推定年令),社会的地位,
崎型や後天的na5の和紙と部位.利き腕,その他を記親
しおえた個肘こは茄色ラッカーを10ccの江別筒 (針な
し)で吹きつけ.記職すみのマークとした｡対象は隅1
才以上の個休である｡
節1日日に45頭.卯2日目に45軌 卯3日目に28軌
計118頭をマークした｡3日目の午後には,マークのな
い個体をさがし出すのか困難な状態になり,調査は打切
られたが.全個休数を推定するときには,マークもれの
個休もあることをみこして,15頭を前記118頭に加許し
それに1971年生まれの個休22頭を加え,計約155頭と推
定した｡
3.結果と考察
Tablelは,1971年7月の調査結果も 1963年5月,
1966年5月の結果ととも示したものである｡なお,lo牙
以上の個休については.年令判定が正確を期しにくい
し,個体数も少ないので,燕計に際して,ll-15才.16
-20才,21才以上の3段戸別こまとめた｡
まず,オスについてみよう｡ Fig.1をみれば明らか
なように.1963fT･.1966年とも4才および5才で急激に
数が減り,その後は折紙の傾向を示している｡1971年
は,それに比して.1才か6FIと1966年の約半数しかい
ないことと.ll-15才の個休がわずか1mしかいないこ
ととが目につく｡
しかし,1才のオスについては,1970年生まれのオス
はもともと6預であって,とくべつの班由があって1966
年より少ないわけではない(Table2)｡
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